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英
語
対
応
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
誘
致
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
、

細
か
な
生
活
環
境
へ
の
配
慮
も
盛
り
込
む

予
定
。
詳
細
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
ま
と

め
「
新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
い
」（
グ

リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推

進
室
の
吉
田
憲
史
室
長
）。

専
門
家
か
ら
は
高
評
価

　
野
村
総
合
研
究
所
の
木
内
登
英
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
同
社
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
6
月
6
日
付

の
コ
ラ
ム
で
、
金
融
・
資
産
運
用
特
区
に

つ
い
て
取
り
上
げ
、「
中
で
も
興
味
深
い

の
は
、
北
海
道
・
札
幌
市
の
取
り
組
み
で

あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
観
点
か

ら
、
普
段
は
政
府
の
原
発
活
用
方
針
な
ど

に
対
し
て
批
判
的
な
専
門
家
も
「
洋
上
風

力
活
用
は
評
価
で
き
る
。
特
に
洋
上
風
力

発
電
の
建
設
に
お
け
る
外
国
船
籍
の
船
舶

の
活
用
と
い
っ
た
、
従
来
踏
み
込
め
な
か

っ
た
点
に
言
及
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ

ア
だ
」
と
関
心
を
寄
せ
る
。

　
こ
う
し
た
専
門
家
ら
の
高
い
関
心
や
評

価
の
背
景
に
は
、
同
時
に
指
定
を
受
け
た

東
京
都
な
ど
他
の
3
特
区
に
比
べ
て
、
北

海
道
・
札
幌
が
、
豊
富
な
自
然
環
境
と
い

う
地
域
資
源
を
生
か
す
こ
と
に
テ
ー
マ
を

絞
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
快
に
し
た
点
に

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
企
業
の
集
ま
り
「
日
本
気
候
リ
ー
ダ

ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
J
C
L
P
）」

の
三
宅
香
共
同
代
表
（
三
井
住
友
信
託
銀

行
E
S
G
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
画
推
進
部

フ
ェ
ロ
ー
役
員
）
も
「
非
常
に
面
白
い
。

隅
か
ら
隅
ま
で
特
区
構
想
を
読
ん
だ
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
、
企
業
が
脱
炭
素
を

推
進
す
る
上
で
の
強
い
後
押
し
に
な
る
」

と
太
鼓
判
を
押
す
。

　
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
吉
田
資
主
任

研
究
員
は
、
地
域
不
動
産
市
場
へ
の
影
響

と
し
て
「
北
海
道
の
産
業
構
造
の
変
革
に

つ
な
が
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
金

融
・
資
産
運
用
特
区
に
対
す
る
地
元
経
済

界
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
。
札
幌
の
オ
フ

ィ
ス
需
要
の
高
ま
り
も
考
え
ら
れ
る
」
と

見
込
む
。

業
者
誘
致
策
は
深
掘
り
必
要

　
他
方
で
、
第
二
の
柱
で
あ
る
札
幌
市
へ

の
資
産
運
用
業
者
誘
致
の
具
体
策
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
深
掘
り
が
必
要
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　
S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
副

社
長
の
朝
倉
智
也
氏
は
、
資
産
運
用
業
界

を
知
り
尽
く
し
た
人
物
だ
。
北
海
道
拓
殖

銀
行
、
米
証
券
大
手
メ
リ
ル
リ
ン
チ
な
ど

を
経
て
S
B
I
グ
ル
ー
プ
入
り
し
、
傘
下

の
S
B
I
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
旧
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
）
を
運

用
資
産
残
高
約
6
・
5
兆
円
（
24
年
5
月

現
在
）
に
育
て
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
米
英

資
産
運
用
大
手
と
の
提
携
も
次
々
と
成
立

さ
せ
て
き
た
。

　
朝
倉
氏
は
、
特
区
の
枠
組
み
に
つ
い
て

は
「
税
制
優
遇
と
い
っ
た
特
例
措
置
が
あ

る
こ
と
は
資
産
運
用
業
者
を
呼
び
込
む
上

で
魅
力
と
な
る
」
と
一
定
の
評
価
を
す
る
。

た
だ
「
英
語
窓
口
は
必
要
な
の
か
。
ま
し

て
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

誘
致
と
な
る
と
『
フ
ー
・
ケ
ア
ー
ズ
（
誰

が
気
に
す
る
の
か
）
？
』
だ
」
と
辛
口
だ
。

　
投
資
マ
ネ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
瞬
時
に
世
界
を
飛
び
回
る
時
代
に
、

拠
点
を
ど
こ
に
構
え
る
か
は
大
き
な
問
題

で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。朝
倉
氏
は「
彼

ら
（
海
外
の
資
産
運
用
会
社
）
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
、（
組
成
し
た
）
商
品
が
売

れ
る
か
否
か
だ
」。

　「
実
際
の
問
題
と
し
て
、
ど
う
資
産
運

用
へ
結
び
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
」（
札
幌

市
幹
部
）
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
も
悩
ま

し
い
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、

市
の
G
X
・
金
融
特
区
構
想
の
あ
と
に
政

府
の
金
融
・
資
産
運
用
特
区
と
い
う
新
た

な
枠
組
み
が
組
成
さ
れ
た
影
響
と
も
言
え

る
だ
ろ
う
。

　
J
C
L
P
の
三
宅
氏
は
「
広
い
北
海
道

各
地
に
分
散
し
た
人
々
と
企
業
、
地
方
金

融
機
関
を
巻
き
込
み
、
地
元
に
利
益
を
還

元
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
成
功
の

カ
ギ
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
。
三
宅
氏
の

言
う
通
り
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
ま

だ
耳
慣
れ
な
い
存
在
で
あ
る
G
X
と
い
う

概
念
の
周
知
や
、
地
元
住
民
の
参
加
も
、

特
区
を
成
功
に
結
び
つ
け
る
上
で
は
不
可

欠
だ
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
技
術
活
用
も
一
案

　
道
民
を
G
X
に
巻
き
込
む
上
で
、
決
め

手
と
な
る
の
が
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
A
I

（
人
工
知
能
）
な
ど
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
活
用
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
技
術
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
機
会
の
喪
失
に
つ

な
が
る
こ
と
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
が
、

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
協
会
（
東
京
）
の
代
表
理

事
副
会
長
を
務
め
る
落
合
孝
文
弁
護
士
は

「
単
な
る
合
理
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
顧

客
と
地
域
金
融
機
関
の
関
係
性
を
よ
り
深

め
る
の
に
役
立
つ
」
と
指
摘
す
る
。

　
筆
者
の
私
見
だ
が
、
こ
の
特
区
構
想
を

成
功
さ
せ
る
上
で
と
り
わ
け
有
望
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
分

散
型
台
帳
）
を
使
っ
た
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ


